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目的目的目的目的

平成22年度に策定された第５期厚岸町総合計画が、平成31年度を

もって終期を迎えます。

総合計画とは、厚岸町が目指すべき将来像を、10年先を見据えて総

括的に策定するものであり、その策定に町民の意見は欠かせません。

本ワークショップは、新たな総合計画を策定するにあたり、町民の

方々のご意見を広く反映すべく開催するものです。

10年先を見据え、これからの厚岸町をよりよく発展させるべく、

ワークショップで生まれた町民の方々のご意見を検討し、その中から、

新たに策定する厚岸町総合計画にふさわしい意見を選考し、反映させて

いただきます。

第２回となる今回のワークショップでは、「保健・医療、地域福祉、

高齢者福祉、障がい者（児）福祉、子育て支援、社会保障」の分野につ

いて、意見交換を行いました。

概要概要概要概要

� 日 時：平成30年10月20日（土） 14：00～16：00

� 場 所：保健福祉総合センター（あみか21）１階 検診スペース

� 対 象：厚岸町民

� 主 催：厚岸町

� グループ：５グループ（計30名）

� テ ー マ ：やさしさあふれ健やかに安心して暮らせるまち厚岸



Ａ班

Ａ班のまとめ

現状や実体験

IP電話で確認

子どもが
少ない

子育て支援

子どもの
遊べる場所
が欲しい

理想

町民ができること、地域・団体ができること、行政がすべきこと

障がい者（児）福祉保健・医療

高齢者福祉

年間50～60
（子ども生ま
れる数）

医療費タダ

障がい者雇用

介護施設問題
誰が独居か
わからない

託児環境 習い事 保育士の不足

給与が少ない
独居老人が

多い
自覚がない

自営業者の
特定健診率
が低い

健診率が低い
乳がん検診
の年齢を
下げたい

医者不足

医療費の助成

医療費をずっ
とタダ

一時託児施設
の設置

生涯学習セン
ターでの子供
向けの習い事

介護士の給与
を上げること

人間ドックの
助成

自治会の
声掛け

独居老人の
津波対策

行政と自治会
が協力して
災害対策

子育て支援
保健・医療

高齢者福祉

高齢者福祉
地域福祉 保健・医療

子どもが習い事を受けられる場所が少ない、育児環境をもっと改善できるのではないか。そこで、一時託児
施設や生涯学習センターで子どもが習い事を受けられるような事業を進めてはどうかという意見が挙がった。
高齢者福祉に関しては、介護施設が少ない、独居老人が多い、介護職員の給料が安いなどの現状がある。そこ
で、介護職員の給与を上げてはどうか。また、IP電話を利用した独居高齢者の安否確認や、自治会と連携した
災害時の支援ができないかという意見が挙がった。医療については、高校生まで医療費無償はありがたい、検
診率が低い、医者が少ない、乳がん検診の年齢をもっと下げてもいいんじゃないかという意見が出た。理想と
して、医療費がずっと無償であれば良い。人間ドッグの助成をしてはという意見が挙がった。



Ｂ班

Ｂ班のまとめ

現状や実体験

理想

町民ができること、地域・団体ができること、行政がすべきこと

厚岸の障がい者800人強
0～12才の人口
と同じくらい

子育て支援の
情報は年代に
合わせて

高齢スポーツ
を楽しむ

町には出産に対応できる病院がないものの、妊産婦に対する助成が大きいなど、支援が行き届いているとい
う意見が挙がった。この一方で、サービスの周知が不足している現状もある。周知に関しては、何かと「HP
を見てください」と言われることが多いが、高齢になるとHPを見るのは困難である。その半面、若者はSNS
を活用すべきだというような意見を持っており、世代ごとに有効な手法の違いを感じる。また、自治会に加入
していないと広報あっけしがもらえないという声をよく聞くが、住民は町の情報を知っておくべきだと感じる。
こうした中で、高齢者にはIP電話、若者にはSNSで情報発信をしていくなどの工夫が必要である。
福祉のことを考えた総括としては、「健康に勝る宝なし」である。

制度の周知が足
りない SNSが

有効FB

ちょっとした時の託児
（出産時・かきまつり・
家族が忙しいとき）

介護保険料が
他の町より安く
元気な人が多い

歩道

車いす・老人カー
トで動けない

人材不足（介護
施設で働く人）デマンドバス

病院に通うバス
タクシーの充実

65歳以上
3300人
人口の1/3

町立病院はある
が釧路市の病院
に行ってしまう

医師不足
総合病院がない
から妊婦に
交通費助成

出生数50人弱
死亡者120人

入院施設

（子どもの）
がない

出産できる
病院がない

高齢者の
スポーツが

盛ん

厚岸にはわりと
サービスがある

自治会に加入していな
いから広報が来ない

届かない

佐々木Drずっといて～

医療費無料
をずっと

歩道の段差を
なくす

ないものは
他の方法で

補填

土日の子育て
支援センター

利用

情報の玄関口
（若者向け）
フェイスブック

定期的に産婦人
科などの専門医
が出張医療

夜間ドクターヘリ

に代わるドクター
カー（医者の確保）

健康寿命
を延ばす

高齢者スポー
ツの普及

健康に勝る
宝なし

老人クラブ
の交流・
活動発表

子育て支援施設
を土日開放

SNSで
情報発信
FBなど

老人にはIP
で情報発信

町の健診を受けよう
（特定健診・生活習慣病健診）

閉じこもらない
（老人）

イベントに
参加する

元気でいる

子育て支援

保健・医療 高齢者福祉

地域福祉

障がい者（児）福祉

子育て支援

保健・医療

地域福祉高齢者福祉

高齢者福祉

保健・医療

地域福祉

子育て支援



Ｃ班

Ｃ班のまとめ

現状や実体験

理想

町民ができること、地域・団体ができること、行政がすべきこと

気軽に相談
できる場所がない

障がい者グループ
ホームが欲しい

出来ることは
やってみる

子育てについては、土日に遊びに行ける場所や子どもを預けられる場所がない。さらに、町内の施設に授乳
スペース等がないという意見が挙がった。障害者（児）福祉に関しては、グループホームがない、障害者
（児）に対する支え合いの精神があまり町民から感じられない、働く場所がないなど、障害者（児）に住みづ
らい町のように感じるという意見が挙がった。医療では、在宅医療がない、医者が短い期間で代わってしまう
という意見が挙がった。理想は、こうした現状の裏返しといえる。こうした中で、社会的弱者を見守ることな
どは、町民ができることだ。また、町民が主体的に福祉や医療の情報を受け取るべきだ。企業や関係団体との
連携により、障害者雇用を創出していけたら良いという意見が挙がった。

社協は
やさしい

ノーマライゼーションの町を
宣言したが進んでいない

役場は
いまいち

障がい者に
やさしい町
ではない

障がいに目が向
けられていない

厚岸に住みたいが
働く場所がないので

町を離れる

働く場所
が無い

放課後デイサー
ビス利用者が増

えている

土日に子供を
連れて行く
場所がない

子供を
連れて行くの

に不便

土日でも子供
を預けられる
施設が欲しい

老人が
買物するのに

不便

不公平

厚岸は福祉が
遅れている

気配りが足り
ない

障がい者のグルー
プホームがない

子育てと高齢者福祉には手厚く支
援があるが、それに比べると障が
い者福祉に目が向けられていない

医師が
もう少し長く
居て欲しい

居宅医療が受
けられない

働く場所を企業が
受け皿を増やす

子育て支援
センターの
土日の開放

行政と団体が連携し
て問題を解決すべき

雇用の仲介窓口

弱者を見守る
体制をつくる

各種制度の広報
を充実させる

地域福祉

障がい者（児）福祉

子育て支援 高齢者福祉

保健・医療

障がい者（児）福祉 子育て支援

地域福祉

障がい者（児）福祉 その他



Ｄ班

Ｄ班のまとめ

現状や実体験

理想

町民ができること、地域・団体ができること、行政がすべきこと

子育ては不安 同じ境遇にあ
る者同士の情報交換の場が欲
しい（そういう場の情報）

子育て支援については、町の施設に授乳スペースやおむつ交換台が少ないと感じるものの、こうした意見を
どこに伝えるべきかわからないという意見が挙がった。医療については、診察の待ち時間が長いため、呼ばれ
る時間がわかると良い。また、週に１回でも構わないので、もう少し診療科が増えると良いという意見があ
がった。情報周知としては、高齢者は、HPやSNSの利用の仕方がわからず、福祉サービス等の情報を得るの
が難しい。そこで、街なかの看板等を積極的に使用して情報を開示したらよいという意見が挙がった。
行政中心で物事を進めると町民が続かないため、それぞれの立場から活躍できることを考えていく必要があ

る。また、歩み寄りや他の市町村との競争意識を住民が持てば、より良いまちづくりにつながると感じる。

高校まで医療費
無料は助かる

年を取って安心で
きる社会or地域

高齢化が進み老々介
護や独居生活になる

のは不安

沢山の専門科を
充実して欲しい

（出張で良いので）

一年間母親の介護を
していました

補助制度について

診療できる科が少なく
釧路まで行かなければ

ならない

需要に応じて専門外来
を定期的に受診
出来るように

呼ばれる時間が
分かるように

厚岸町での情
報公開の拡充

小学生（男）1人、中学
生（女）1人の子どもが
います 情報交換

移動手段が少なく家に
引きこもりがちになる。

（デマンドバス）

・人が集まる場所
・分かりやすい場所に掲示

チラシ

行政と住民の協力の方
法について（協働）

町内の色んな施設に授
乳スペース・オムツ交
換台などが少ない

病院 予防接種などで行く
機会が多く、小さい子を連
れて長時間待つのが大変

要望から実現までの道の
り。これをわかりやすく
周知してもらいたい。

スーパーにお願いする
（商工会中心になって）

実施してほしい
事の要望の仕方

子育て支援
保健・医療

高齢者福祉

高齢者福祉 保健・医療

高齢者福祉

医療

その他（情報開示等）



Ｅ班

Ｅ班のまとめ

現状や実体験

高齢者福祉

理想

町民ができること、地域・団体ができること、行政がすべきこと

ファミサポ提供
会員の不足

障がい者に対
する誤解

子どもの障がいを
区別しない

ふるさと納税
で事業が
できる

障がい者に対する制
度がわからない

（知られていない）

子どもの
医療費助成
高校生まで

老々介護
の増加

高齢化率
の上昇

国保と社保を
選択できない

人材不足

ファミサポ個人
に預けるのに不

安がある

災害時半壊など
の判定が厳しい

障がい者への関
わりを増やす

人の垣根を無
くした交流

サロン
人が集まれる
場所を作る

児童館の
利用方法
（１回制）

就労の有無に関わらず
利用できる施設
（未就学で）

一時保育
の希望

人を集めること
（地域や町民が
できること）

場所・資金の
提供情報
（行政）

他の自治会の
状況を知る
機会の提供

資格にとらわ
れず活動でき
るサロンなど

資金（補助金）
など制度の情報
提供（行政）

インフルエンザなど
予防接種

夜間窓口の日数増を

出産祝い金の
増額を

遊べる所、預け
る所の選択肢が
あるといい

地域で助け合
う体制づくり

高齢者福祉では、高齢化率の上昇による老老介護の増加という現状がある。障害者（児）福祉では、障害者
（児）に対する誤解があったり、障害者（児）に対する制度がわからなかったりという現状がある。子育て支
援については、ファミサポの会員不足、ファミサポの利用に不安があるという意見が挙がった。理想としては、
地域の人々が集うサロンを創設し、地域交流の促進を図る。障害者（児）に関しては、町民と関わる機会を増
やし理解を促進する。子育て支援については、ファミサポだけでなく一時保育施設などもあればよいという意
見があった。児童館や子育て支援センターの職員に、他の地域における先進的な取組等を視察していただき、
町にフィードバックしてもらいたい。行政には、そうした職員の方々への支援をお願いしたい。

がんばってる市町村
への職員研修
町への反映

子育て支援
現状の継続・

維持を

町民
障がい者への

理解

障がい者雇用実際に
受入れするためのノウ
ハウを教えて欲しい

障がい者雇用の実際が
分かるセミナーなどやった
あとのフォロー（行政）

行政制度の周知
（障がい者雇用
に対する）

預ける場所・時
間の制限を拡大
して欲しい

要望を出す
（町民）

社会保障

障がい者（児）福祉

子育て支援
保健・医療

地域福祉
障がい者（児）福祉

子育て支援

保健・医療 その他

障がい者（児）福祉

子育て支援

地域福祉

その他（情報提供等）



第２回ワークショップのまとめ第２回ワークショップのまとめ第２回ワークショップのまとめ第２回ワークショップのまとめ

第２回は、保健・医療、地域福祉、高齢者福祉、障がい者（児）福祉、

子育て支援、社会保障の分野についてワークショップを開催しました。

人口減少や高齢化が進む中で、町民の福祉ニーズは複雑化・多様化して

います。行政だけでなく、町民や地域団体などのさまざまな主体が協力

し、こうした地域課題を解決していくことが求められています。

第２回ワークショップのまとめは、以下のとおりです。

つながりの強化による支え合い体制の構築つながりの強化による支え合い体制の構築つながりの強化による支え合い体制の構築つながりの強化による支え合い体制の構築

独居高齢者や、子育て中の母親、障害者（児）など、地域において支援を必
要とする人々は大勢いると、各班の意見で上げられています。こうした支援を
必要とする人々の福祉ニーズに対応していくためにも、地域のつながりを強化
し、住民主体の支え合いのまちづくりを進めていくことが課題です。その具体
的な手段として、さまざまな立場の人が垣根なく交流を図れるサロン事業によ
る、つながりの創出が求められています。

また、日々の生活の中で住民同士が見守りや支え合いを実践できるよう、障
害に関する知識の普及・啓発など、福祉意識の醸成を図ることも必要です。

福祉に関する情報の効果的な周知福祉に関する情報の効果的な周知福祉に関する情報の効果的な周知福祉に関する情報の効果的な周知

福祉サービスに関する情報が住民に行き届いておらず、支援を必要とする
人々がサービスの利用に至れていないケースがあるという意見が上げられまし
た。こうした中で、例えば、高齢者に対してはＩＰ電話、若者に対してはＳＮ
Ｓを利用するなど、どうしたら情報が届くのかを検討し、効果的な情報の周知
を図っていくことが求められています。

参画・協働でみんなに優しいまちづくり参画・協働でみんなに優しいまちづくり参画・協働でみんなに優しいまちづくり参画・協働でみんなに優しいまちづくり

障害者の雇用に関することや、独居高齢者の災害時支援に関すること、子育
て支援の充実に向けた町の施設に対する改修要望、医療体制の充実を求める意
見など、日頃の生活の中で感じるさまざまな課題が挙げられました。この一方
で、気軽に相談できる場所がない。行政に対して要望する手順がわからないと
いう意見も見られました。

今後は、住民と行政とが、こうした課題を共有し、参画・協働でみんなに優
しいまちづくりを進めていくことが求められています。このためにも、気軽に
生活課題について相談できる体制の整備や、課題解決に向けた手順等を住民に
示していくこと、行政と住民の意見交換の機会創出などを図っていくことが必
要です。



みんなで考える厚岸町の10年後
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